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本研究では，1 9 9 6年1 0月，1 2月の日向灘地震の詳細な震源過程と，2つの地震に伴って発生した余効すべりを解
析し，両者の関係を求めた．その結果，余効すべり領域と地震時すべり領域，余震域は互いに重なり合うことな
く相補的に分布していることが分かった．

地震の大きさは何によって決まるか，何処から破壊が始まり何処で停止するか等を理解する上で，地震時に大
きくすべる領域（アスペリティ）と破壊停止領域の空間的分布と物理的性質を明らかにすることは重要である．
日向灘では地震の繰り返し周期が比較的短いため，M 7クラスの地震がここ4 0年間に数回発生しており，バリア・
アスペリティの分布を求めるには好都合である．近年，科学技術庁によって設置された高密度強震計ネット（K -
N E T）や国土地理院によって設置された高密度G P S観測ネットが整備されたことにより，詳細な震源過程や，詳
細な余効すべり分布を求めることが可能になった．本研究では日向灘地域に着目して， 1 9 9 6年1 0月1 9日に発生し
た日向灘地震（Mw 6.8），同年12月3日の日向灘地震（Mw 6.8）のすべり量の時空間分布と，2つの地震に伴う余効
すべりの空間分布を求めた．

1 9 9 6年1 0月の日向灘地震は，震源から西へ3 k m離れた地点で最大すべり2 . 8 mの一つのアスペリティを破壊した
地震である．1 9 9 6年1 2月の日向灘地震は震源から北へ6 k mは離れた地点で最大すべり1 . 4 mの一つのアスペリティ
を破壊した地震である．2つの地震の余震域が重なっていること，この領域では地震時にモーメントをほとんど解
放していないことが特徴的である．この2つの地震は余効すべりを伴っている．余効すべりが顕著に発生している
領域は約6 0 x 3 0 k m * * 2の範囲に収まり，最大すべりは0 . 1 5 m，変動の時定数は5 0～1 0 0日，解放した地震モーメント
は1 . 9 E 1 9 N mとなり本震の地震モーメントに匹敵する．余効すべりが顕著な領域は，深さ2 0 - 3 0 k mの範囲に収まり，
地震時すべり領域（1 5 - 2 1 k m）より深い．動的な破壊伝播は，余効すべり領域と余震活動が活発な領域で停止して
おり，地震時すべり・余震域・余効すべり領域は空間に対して相補的な関係にあることが分かった．
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